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他科の先生に
知って欲しい 皮膚科編⑥

アトピー性皮膚炎と皮膚細菌叢：　　　　　　　　
抗菌薬でアトピー性皮膚炎を予防・治療できるか？

 岡山県医師会理事　　
岩　月　啓　氏

岡山大学病院皮膚科

　人間の体は約60兆個の細胞で形成されていると考えられています。その細胞数を超える
常在細菌が、腸内（100兆個）、皮膚（１兆個）、口腔（100億個）に定着しているとされて
います。腸内や皮膚細菌叢に関する最近の研究手法は、細菌培養法ではなく、もっぱら細
菌特有の16s rRNA 遺伝子配列を網羅的に読み取ってしまう手法が主流です。健常な細菌
叢に共通してみられるのは、菌の多様性（diversity）です。もう一つは、身体部位特有の
常在菌叢の存在で、「ニッチ（Niche）特異性」とも呼ばれます。
　皮膚細菌叢の多様性が崩れ、特定の細菌が優位になる状態は異常であり、dysbiosis と
呼ばれます。アトピー性皮膚炎では、黄色ブドウ球菌が優位になるdysbiosis が認められ
ます。その理由として、皮膚pH上昇、スフィンゴシン低下による角層間脂質のセラミド
減少、汗や表皮角化細胞の抗菌ペプチド産生低下、フィラグリン機能低下によるバリア機
能不全、カリクレイン活性亢進による角質細胞剥離など多数の要因によって黄色ブドウ球
菌の皮膚への定着が生じるとされています。
　一旦、黄色ブドウ球菌が皮膚に定着すると、リポタイコ酸、エンテロトキシンや、その
他のスーパー抗原、表皮角化細胞からのTSLP誘導などによって、アレルギー性疾患の特
徴であるTh2 免疫応答が誘導されます。皮膚に定着する黄色ブドウ球菌は、バイオフィル
ムを形成して、菌を排除しようとする免疫反応を回避しますが、ある程度の菌密度に達す
ると、クオラムセンシングというagr シグナル分子を介するメカニズムによって、さまざ
まな侵襲因子を放出しながら、今度は侵攻に転じます。
　黄色ブドウ球菌は、アトピー性皮膚炎を増悪させ、細菌感染症（トビヒなど）を起こ
します。それでは、アトピー性皮膚炎を治すために消毒薬や抗菌薬は有効でしょうか？
いくつかの診療ガイドラインで、「明らかな二次性細菌感染症以外は、全身性・局所性抗
菌薬は推奨しない。」「抗菌薬使用では、アトピー性皮膚炎の臨床改善はなく、ステロイ
ド剤の代わりにはならない。」という見解が示されています（Hanifin J et al. J Am Acad 
Dermatol 2004、Ring J et al. J Eur Acad Dermatol Venereol 2010、Niebuhr M et al. Exp 
Dermatol 2008）。タクロリムスやステロイド外用剤で、アトピー性皮膚炎をコントロー
ルすることが、黄色ブドウ球菌の定着を減らす一番いい方法です（Constance C et al. J 
Invest Dermatol 2001、Nilsson EJ et al. J Am Acad Dermatol 1992）。保湿薬使用によって、
dysbiosis を改善し、細菌叢の多様性を取り戻すことができるとされています（Seite S et 
al. J Drugs Dermatol 2014）。
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他の医師会報から
香川県医師会報「巻頭言」平成29年２月から

　児童虐待が増え続けている。香川県子ど
も女性相談センターなどが対応した県内の
児童虐待相談件数は、2015年が760件（前
年度比4.5％増）、2016年度は10月末現在の
暫定で615件と２年連続過去最高を更新し
た前年度の既に８割超、月平均で前年度を
24.6件上回り、年間で1,000件越えの可能性
もあるハイペースである。
　一体なぜ、このような状況になったので
あろうか。ヒトは、その誕生以来幾多の自
然の脅威に曝され、特別頑強な肉体を持ち
合わせていないにも拘わらず今日まで生き
延びてきた。高度の「理性脳」を働かせ、
「情動脳」の中でも特に「優しさ」と「共感」
を進化させ、外敵との生存競争に打ち勝っ
てきたのだろう。しかし、わが子を虐待す
る親は、運動脳、情動脳、理性脳のバラン
スが崩れてしまい、種として進化させてき
た優しさ・共感のプログラムが刷り込まれ
ておらず、理性脳では抑制できず愚行を犯
す、と小林　登東大名誉教授（小児科学）
は言う。物質的に豊かな現代社会では特に
優しさや共感などの人間関係を持たなくて
もある程度の生活はできる。さらに最近の
青少年のスマホやネット依存など過剰な電
子情報社会では「情動脳」が鍛えられるこ
とは殆どない。せっかく有史以来進化させ
てきた「優しさ・共感」のプログラムを使
わなくなってしまったことが人間関係を希
薄化させ、家庭や社会の歪をどんどん大き
くさせている、との氏の指摘（小林　登、
小児内科42，1734，2010）は鋭い。
　一方、親から虐待を受けた児童はどのよ

うな行動をとるのであろうか。最近報告さ
れた興味深い研究を一つ。ネズミにとって
好きでも嫌いでもない臭いのペパーミント
を生後２週の仔ネズミに嗅がせながら電気
ショックを与えると、大人のネズミでは二
度とペパーミントの臭いに近づかなくなる
が、仔ネズミは、逆に近寄っていき、同時
に母ネズミへ甘える仕草も強くなったと
いう（Millie Rincon-Cortes,et al. Proc Nati 
Acad Sci USA 112, 881, 2015）。「虐待され
ると、かえって養育者を好きになり、近寄っ
ていく」行動は、ヒトを含めたほ乳類が生
存し続ける進化の過程で培われてきた自己
防衛本能である。虐待を繰り返す親は自分
の愚行に気づきにくいと言われるが、子ど
もの脳にプログラミングされた自己防衛策
が、親自身が感じるべき自分の誤りをマス
クしているとすれば、何と悲しいプログラ
ムであろうか。
　発達過程にある子どもの「こころ」の中
に虐待は深く大きな傷を残す。虐待を受け
た乳幼児は高頻度に反応性アタッチメント
障害を発症する。さらに多動性行動障害、
解離性障害、大うつ病性障害など精神疾患
へ移行し、青年期に入ると薬物乱用、アル
コール依存、自殺企図などのトラブルを起
こすことも稀ではない。増え続ける児童虐
待の中で、ごく一部の死亡例のみがマスコ
ミを賑わすが、地域の児童相談所や子育て
支援センターで対応しきれていない現状を
もっと知ってほしい。社会全体で真剣に考
えるべき最重要問題の一つである。

児童虐待について

 香川県医師会副会長　藤澤　卓爾


